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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1 年生で学習した化学基礎を受けて、化学の基本的な概念・原理の理解を深め、化学の様々な現象や

その法則を理解します。また、実験にも積極的に取り組むなかで、科学的な見方や考え方を身につけ、

日常生活の中で生じる疑問や問題について、自分で考え、解決する能力を養って欲しいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

・物質とその変化について，化学的な解釈や説明ができることを通して，興味・関心を探究心にまで高

め，知的好奇心をもって問題を見いだし，主体的に解決しようとする意欲を高める。 

・生徒自身が課題を見つけ，主体的・意欲的に観察，実験などに取り組む。 

・探究の過程をたどらせることによって，科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力や態度を育て

る。 

・化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系統的に理解さ

せる。 

・物質やその変化に関する原理・法則を系統的に理解し，正しい物質感を身に付けさせ，他の科目とも

関連させて，自然界の事物・現象を分析的，総合的に考察する能力を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心をもち，意欲的にそ

れらを探究しようとす

るとともに，科学的態

度を身に付けている。 

自然の事物・現象の中

に問題を見出し，探究

する過程を通して，事

物を科学的に考察し，

導き出した考えを的確

に表現している。 

観察，実験を行い，基

本操作を習得すると

ともにそれらの過程

や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身に付け

ている。 

自然の事物・現象につ

いて，基本的な概念や

原理・法則を理解し，

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況 

配布プリントの記述 

探究活動の記録 

学習状況 

配布プリントの記述 

探究活動の記録 

定期考査の結果 

学習状況 

配布プリントの記述 

探究活動の記録 

定期考査の結果 

学習状況 

配布プリントの記述 

探究活動の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
  

前
期 

化
学
結
合
と
結
晶 

化学結合と結晶の性
質 

○    

a,化学結合と結晶の性質について，理解している。 

b,金属結晶の構造について理解している。 

b,イオン結晶の構造について理解している。 

d,共有結晶の構造について理解している。 

d,分子間の結合，および分子結晶の性質と構造につ

いて理解している。 

d,非晶質について理解している。 

学習状況 

演 習 プ リ

ント 

定期考査 

金属結晶の構造  ○   

イオン結晶の構造  ○   

共有結晶の構造    ○ 

分子間力と分子結晶    ○ 

非晶質    ○ 

物
質
の
三
態
変

化 

物質の三態とその変
化 

   ○ 
d,物質の三態変化を理解し，その変化に伴う
熱の出入りを理解している。 

b,飽和蒸気圧を学習し，飽和蒸気圧と沸騰の
関係を理解している。また，化学結合と物質
の融点・沸点との関係を理解している。 

学習状況 

演習プリン

ト 

定期考査 気液平衡と蒸気圧  ○   

気
体
の
性
質 

気体の体積変化 ○    
a,ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・
シャルルの法則をそれぞれ理解し，その応用
ができる。 

b,気体の状態方程式を理解し，その応用がで
きる。 

b,全圧と分圧を学習し，混合気体の平均分子
量を理解している。 

d,理想気体と実在の気体との違いを理解して
いる。 

学習状況 

演 習 プ リ

ント 

定期考査 気体の状態方程式  ○   

理想気体と実在の気
体 

   ○ 

溶
液
の
性
質 

溶解と溶液 ○    
a,溶解のしくみを理解し，溶解度について理
解している。 
b,沸点上昇，凝固点降下，浸透圧の定量的な
取扱いを理解している。 
d,コロイドを理解し，その溶液の性質を理解
している。 

学習状況 

演習プリン

ト 

定期考査 

希薄溶液の性質  ○   

コロイド溶液    ○ 

物
質
と
エ

ネ
ル
ギ
ー 

反応熱と熱化学方程
式 

 ○   
b,熱化学方程式のつくり方を習得している。 
b,ヘスの法則を理解して応用できる。 

学習状況 

演習プリン

ト 

定期考査 
ヘスの法則と結合エネ
ルギー 

 ○   

後
期 

電
池

・
電
気
分

解 

電池    ○ 
d,電池の原理とおもな電池の構成を理解して
いる。 
b,水溶液の電気分解を理解している 
b,電気分解の利用として，電解精錬や溶融塩
電解を理解している。 
b,電気分解における量的関係を理解してい

学習状況 

演習プリン

ト 

定期考査 電気分解  ○   

化
学
反
応
の

速
さ 

化学反応の速さ と濃
度・圧力 

 ○   
b,反応の速さと濃度，圧力との関係を理解し
ている。 
d,反応の速さと温度との関係を理解してい
る。 
d,触媒の働きとその利用について理解してい
る。 

学習状況 

演習プリン

ト 

定期考査 

化学反応の速さと温度    ○ 

触媒    ○ 

化
学
平
衡 

可逆変化と平衡 ○    a,可逆反応と不可逆反応，および化学平衡の
意味を理解している。 

b,ルシャトリエの原理を理解し，ルシャトリ
エの原理の応用例としてアンモニアの製法
を理解している。 

b,平衡定数の意味を理解している。 
b,pH についての理解を深め，平衡定数の応用
ができる。 

学習状況 

演習プリ

ント 

定期考査 

平衡状態の変化と平衡

移動 
 ○   

平衡定数  ○   

電離平衡     ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


